
「給食のお残しをへらそう」

子どもたちにとって身近な『食』といえば、学校給食。『食』について学ぶため

にまず、学校の栄養教諭の先生から給食について教えてもらいました。給食につい

て調べていく中である特定のメニューの残量が多いことに子どもたちは気付きまし

た。栄養教諭の話から「せっかく自分たちのことを考えて作ってくれているのに、

なんとかして残量を減らせないか。」と考える子どもたち。「自分たちだけががん

ばって食べるだけではだめ！」「全校のみんなに向けて発信しよう！」という意見

が、「でも、何を発信すれば？どう発信すれば？」「ただ食べよう！」といっても

きっとうまくはいかない。

３年生の子どもたちが考えたのは「残量の多いメニューの魅力を伝えよう！」

「食べてもらえるように発表の仕方を工夫しよう！」でした。魅力を伝えるために、

【栄養】【体にとってよいこと】【味】と様々な面からアプローチしました。発信

の仕方も、「さんぽ」のオリジナル替え歌に合わせて踊ってみたり、食材を主人公

にしたペープサートを作ってみたり、寸劇をしてみたりと見ている人が楽しみなが

ら魅力を感じ、「よし、食べてみよう！」と思えるように工夫しました。

そのメニューが出る日に合わせて発信したことでどのメニューもいつもより残量

が減ったり、他学年からお手紙をもらったりすることができました。
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